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第
一
節
は
し
が
き
目
次 「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
経
済
的
経
済
性
第
1
一節
経
営
比
較
（
製
造
効
果
比
較
）
の
重
視
第
一
節
価
値
創
造
思
考
の
導
入
H
価
値
創
造
概
念
口
価
値
創
造
の
計
算
製
造
経
済
性
概
念
の
細
分
化
口
費
消
及
び
効
用
数
値
の
分
類
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
|
M
.
R
・
レ
ー
マ
ン
の
所
説
の
発
展
段
階
の
分
析
を
め
ぐ
っ
て
l
第
一
章
「
産
業
合
理
化
段
階
」
に
お
け
る
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
三
つ
の
経
済
性
概
念
日
経
営
の
経
済
性
概
念
（
一
九
二
四
年
ー
ご
九
二
八
年
）
は
家
計
（
及
び
国
家
財
政
）
の
経
済
性
概
念
国
全
体
経
済
の
経
済
性
概
念
第
二
節
経
営
経
済
性
も
し
く
は
生
産
経
済
性
の
認
識
日
経
営
の
経
済
性
口
企
業
の
経
済
性
国
生
産
経
済
的
ー
及
び
財
務
（
山
上
）
第
三
節
H
部
分
的
な
経
営
経
済
性
の
測
定
第
二
章
「
ナ
チ
ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
段
階
」
に
お
け
る
「
価
値
創
造
日
経
営
経
済
領
域
の
区
分
第一ー一節
経
営
経
済
性
の
測
定
方
法
思
考
と
製
造
効
果
比
較
」
（
一
九
三
三
年
ー
一
九
三
七
年
）
日
山
上
口
全
体
の
経
営
経
済
性
の
測
定
達
五
四
（
以
上
本
号
）
人
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日
経
済
性
の
計
算
段
階
日
生
産
性
概
念
の
規
定
第
一
＿
一
節
口
経
営
比
較
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
の
概
括
口
生
産
性
数
値
の
算
定
経
営
比
較
論
へ
の
展
開
日
発
展
比
較
設
定
上
の
問
題
点
口
構
造
比
較
設
定
上
の
問
題
点
国
価
値
創
造
構
造
比
較
及
び
収
益
性
構
造
比
較
の
教
示
例
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
の
発
展
方
向
と
そ
の
限
界
日
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
と
価
値
創
造
思
考
(
|
国
民
経
済
的
ー
及
び
個
別
経
営
的
生
産
性
の
交
錯
に
つ
い
て
ー
）
口
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
と
経
営
概
念
（
ー
狭
義
の
生
産
的
経
営
に
つ
い
て
ー
）
曰
経
済
性
論
（
特
に
生
産
性
論
）
と
個
別
企
業
計
算
（
ー
労
働
生
産
性
・
資
本
生
産
性
及
び
収
益
性
の
関
係
に
つ
い
て
ー
）
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
む
す
び
価
値
創
造
計
算
」
（
一
九
四
九
年
i
（
山
上
）
曰
生
産
性
の
測
定
（
以
上
次
号
）
第
二
節 (11
比
較
）
第
一
節
ヽ
第
三
章
「
第
二
次
大
戦
後
」
に
お
け
る
「
生
産
性
測
定
と
五
五
国
民
経
済
学
と
経
営
経
済
学
の
対
立
•
関
係
は
、
遠
く
ゴ
ソ
ペ
ル
ク
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
論
争
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
経
営
経
済
学
の
創
生
期
の
歴
史
を
維
く
迄
も
な
く
、
現
在
も
な
お
ド
イ
ッ
経
営
学
の
中
心
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
現
象
を
め
ぐ
っ
て
の
国
民
経
済
的
観
点
と
経
営
経
済
的
立
場
の
葛
藤
は
、
例
え
ば
M
.
R
・
レ
ー
マ
ソ
教
授
の
半
世
紀
に
亘
た
る
経
営
経
済
学
の
遍
歴
に
想
い
を
い
た
す
と
き
、
極
め
て
印
象
的
に
明
確
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
特
に
経
営
経
済
学
の
中
心
問
題
た
る
彼
の
経
済
性
思
考
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
レ
ー
マ
ソ
の
経
済
性
に
対
す
る
思
考
と
そ
の
具
体
的
な
測
定
方
法
は
、
ど
の
よ
う
な
理
論
的
支
柱
に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
て
来
た
か
。
こ
の
問
題
の
究
明
は
広
く
経
営
経
済
学
の
本
質
に
接
近
す
る
重
要
な
鍵
の
―
つ
で
あ
り
、
ま
た
経
営
経
済
学
の
発
展
過
程
を
跡
づ
け
る
―
つ
の
道
標
で
も
あ
本
稿
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
叙
上
の
問
題
の
研
究
を
通
じ
て
レ
ー
マ
ン
経
営
学
の
核
心
に
ふ
れ
、
ま
た
レ
ー
マ
ン
経
営
学
の
発
展
段
階
を
特
徴
づ
け
よ
う
と
思
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
ド
イ
ゾ
経
営
学
、
ド
イ
ツ
経
営
経
済
学
史
の
解
明
に
通
ず
る
重
要
な
架
け
橋
の
―
つ
で
も
あ
る。 と
い
え
る
。 は
し
が
き
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済
の
経
済
性
↓
生
産
性
の
向
上
、
ひ
い
て
個
別
企
業
の
経
済
性
測
定
の
必
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
本
稿
で
解
明
さ
れ
、
特
徴
づ
け
ら
れ
る
「
レ
ー
マ
ソ
の
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
の
発
展
段
階
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
前
述
の
基
本
的
視
角
の
下
に
、
次
の
三
つ
の
点
を
問
題
意
識
に
お
き
た
い
と
思
う
。
即
ち
、
歴
史
的
分
析
、
体
系
的
分
析
及
び
批
判
的
分
析
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
レ
ー
マ
ン
経
済
性
思
考
、
広
く
は
ド
イ
ツ
経
営
経
済
学
は
、
ド
イ
ッ
資
本
主
義
の
発
展
に
も
と
づ
く
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
現
象
を
背
景
に
し
て
展
開
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
l
 
れ
は
レ
ー
マ
ソ
の
経
済
性
論
の
発
展
段
階
を
次
の
一
二
つ
の
時
期
に
お
い
て
第
一
段
階
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
か
ら
ド
イ
ツ
経
済
が
復
興
し
、
独
占
の
再
建
・
集
中
に
よ
っ
て
漸
く
生
産
の
上
昇
を
急
テ
ン
ボ
に
進
め
て
い
た
時
期
、
そ
し
て
こ
の
生
産
の
拡
張
が
世
界
大
恐
慌
の
嵐
に
見
舞
わ
れ
る
迄
の
時
代
、
即
ち
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
八
年
代
で
あ
る
。
絶
え
間
な
き
生
産
の
拡
大
は
需
要
と
跛
行
的
に
進
行
し
、
販
売
の
困
難
は
、
ド
イ
ツ
経
済
に
合
理
化
措
厩
を
緊
要
課
題
た
ら
し
め
、
こ
の
経
済
政
策
上
の
要
請
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
ま
た
所
得
分
配
の
正
当
化
を
標
傍
す
る
社
会
政
策
問
題
と
も
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
が
ー
）
に
応
え
て
一
国
経
把
握
し
、
そ
の
特
徴
と
そ
の
発
展
の
契
機
・
方
向
を
浮
彫
に
し
よ
う
と
思
ぅ る
か
ら
で
あ
る
。
（
山
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）
る。
s. 5
6
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B
e
t
r
i
e
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u
n
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H
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u
s
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'
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・
~
2
 
要
性
が
強
調
さ
れ
る
に
至
る
。
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
も
こ
の
時
期
に
お
い
③
 
て
シ
ュ
マ
ー
レ
ソ
バ
ッ
ハ
、
ニ
ッ
ク
リ
ッ
シ
ュ
の
理
論
と
と
も
に
、
ま
ず
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
出
発
し
て
徐
々
に
個
別
経
営
の
経
済
性
測
定
問
題
へ
と
、
ま
た
経
営
経
済
学
領
域
に
登
場
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
未
だ
彼
の
経
済
性
論
は
国
民
経
済
的
観
点
と
経
営
経
済
的
観
点
が
密
接
に
融
合
し
漸
く
後
者
へ
の
具
体
的
展
開
が
、
彼
の
実
り
多
き
成
果
ヘ
の
序
章
と
し
て
認
識
・
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
紹
介
す
る
よ
う
に
こ
の
第
一
段
階
の
経
済
性
論
分
析
の
手
が
か
り
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
六
つ
の
レ
ー
マ
ソ
の
労
作
を
資
料
と
す
る
こ
と
が
出
来
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経
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と
そ
の
測
定
方
法
」
H
（
山
上
）
得
な
か
っ
た
こ
の
段
階
は
、
今
日
尚
強
く
レ
ー
マ
ン
経
営
学
に
も
残
っ
て
し
て
そ
の
母
斑
に
も
っ
て
い
る
国
民
経
済
的
特
徴
を
強
く
押
し
出
し
、
全
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W
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)
 
1. 
Aufl. 
1928. 7. 
L
e
i
p
z
i
g
 
わ
れ
わ
れ
は
、
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
の
第
二
段
階
を
一
九
一
―
―
―
―
一
年
l
-
九
三
七
年
代
即
ち
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
政
権
制
覇
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
が
潮
く
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
体
制
を
確
立
し
、
カ
ル
テ
ル
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
結
（
四
ヵ
年
計
画
）
第
二
次
世
界
大
戦
の
禅
火
線
へ
と
進
み
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
画
し
た
い
。
こ
の
時
期
は
ド
イ
ッ
経
営
経
済
学
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
体
経
済
へ
の
個
別
経
済
の
包
摂
と
い
う
洗
礼
を
強
制
化
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
意
図
と
方
向
は
別
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
経
営
経
済
学
が
私
経
済
性
を
排
除
し
、
国
民
経
済
の
一
環
と
し
て
の
地
位
を
理
論
化
せ
ざ
る
を
い
る
国
民
経
済
的
思
考
へ
の
彼
の
学
問
遍
歴
の
―
つ
の
契
機
と
し
て
み
る
こ
と
も
出
来
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
時
期
の
文
献
は
少
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
論
の
研
究
に
お
い
て
、
唯
―
つ
の
貴
重
な
資
料
は
次
の
書
で
あ
る
。
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生
産
を
進
め
(7•Die 
2. 
"
 Le
i
s
t
u
n
g
s
m
e
B
u
n
g
 
五
七
B
e
t
r
i
e
b
s
s
t
a
t
i
s
t
i
k
"
 
1953. 
E
s
s
e
n
 W
 e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
s
r
e
c
h
、
B
e
i
t
r
a
g
 
z
u
r
 
W
e
r
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
s
-
u
n
d
 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
,
 
k
e
i
t
s
-
R
e
c
h
n
u
n
g
"
 
1937. 
Berliri 
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
が
理
論
的
に
も
実
務
的
に
も
緻
密
化
さ
れ
て
来
た
第
一
一
一
段
階
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
第
三
段
階
の
彼
の
思
考
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
別
稿
で
も
紹
介
山
し
た
が
、
経
済
性
思
考
に
お
い
て
生
産
性
を
中
心
と
し
た
理
論
的
整
理
が
み
ら
れ
、
わ
け
て
も
そ
の
実
践
面
ー
測
定
方
法
に
お
い
て
、
統
計
的
な
比
引
i
輯
を
重
要
視
し
て
経
営
統
計
論
の
一
分
肢
と
し
て
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
が
、
第
三
段
階
の
特
徴
は
価
値
創
造
思
考
を
結
節
点
と
す
る
国
民
経
済
的
分
配
思
考
に
も
と
づ
い
た
個
別
経
営
的
な
、
統
計
技
術
化
の
方
向
と
み
た
い
。
こ
の
時
期
の
彼
の
代
表
的
文
献
は
次
の
七
つ
で
あ
る
。
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 f. 
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こ
の
思
考
へ
の
展
開
の
過
程
と
そ
の
必
然
性
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
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極
と
す
る
配
給
・
分
配
関
係
を
経
済
の
均
衡
状
態
と
し
て
所
与
と
し
て
前
(
1
9
4
9
)
,
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.
 
Aufl. 
(
1
9
5
6
)
 
7
.
 
"
 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 
B
e
t
r
i
e
b
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
4
.
 
"
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
k
e
i
t
,
 
P
r
o
d
u
k
t
i
t
a
t
 u
n
d
 R
e
n
t
a
b
i
l
i
t
a
t
"
 
ZfB. 2
8
.
 Jg. (
1
9
5
8
)
 
S
.
 5
3
7
 f. 
S
.
 6
1
4
 f. 
S
.
 6
7
1
 f. 
S
.
 7
4
3
 f. 
2
9
.
 Jg. (
1
9
5
9
)
 
s. 2
1
8
 f. 
5
.
'
I^ndustrielle 
B
e
t
r
i
e
b
s
v
e
r
g
l
e
i
c
h
e
 "
 19
5
8
.
 
W
i
e
s
b
a
d
e
n
 
6
.
二^
M
e
t
h
o
d
e
n
u
n
d
 T
e
c
h
n
i
k
 d
e
r
 Betriebsstatistik" 
1960 
E
s
s
e
n
 
（
山
上
）
2
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Aufl. 
レ
ー
マ
ン
の
学
問
的
思
考
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
学
派
に
属
す
る
カ
ッ
6
 
セ
ル
の
限
界
効
用
理
詢
（
経
済
学
）
に
そ
の
理
論
的
基
礎
を
も
ち
、
経
営
学
に
お
い
て
は
ニ
ッ
ク
リ
ッ
シ
ュ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
(
F
)
の
考
え
を
、
原
価
計
算
に
お
い
て
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ソ
バ
ッ
ハ
理
論
に
示
唆
を
う
け
て
、
彼
独
特
の
力
学
的
見
解
と
工
学
的
知
識
を
適
用
し
つ
つ
形
成
さ
れ
て
来
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
レ
ー
マ
ン
の
経
済
観
は
（
別
稿
で
簡
単
に
ふ
れ
た
こ
7
 
と
が
あ
る
が
ー
）
彼
の
経
済
性
論
の
理
論
的
甚
底
に
な
っ
て
い
る
の
で
そ
の
理
論
構
造
を
体
系
的
に
把
握
す
る
に
あ
た
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
先
ず
そ
れ
は
個
人
の
主
観
的
な
効
用
に
価
値
を
認
め
そ
の
場
合
各
物
財
の
選
択
を
経
済
の
特
徴
に
お
く
。
又
国
民
経
済
全
体
に
つ
い
て
も
、
生
産
（
経
営
）
、
消
費
（
国
家
・
家
計
）
を
両
提
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
経
済
性
の
分
析
に
お
い
て
も
、
彼
に
あ
っ
て
は
生
産
の
三
要
素
（
土
地
・
労
働
・
資
本
）
が
同
等
の
原
価
財
と
し
て
絶
え
ず
関
係
し
、
選
択
さ
れ
、
経
済
性
の
測
定
に
お
い
て
も
分
配
関
係
が
生
産
に
優
先
し
て
前
面
に
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
わ
れ
わ
れ
の
第
三
の
問
題
意
識
は
、
経
営
（
生
産
）
の
経
済
性
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
各
生
産
の
三
要
素
を
同
位
的
に
原
価
財
と
し
て
認
識
し
う
る
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
レ
ー
マ
ソ
が
経
済
性
と
し
て
、
経
営
の
経
済
性
、
家
計
の
経
済
性
及
び
全
体
経
済
の
経
済
性
を
並
立
的
に
一
括
し
て
認
識
し
て
い
る
思
考
へ
の
疑
問
の
前
提
と
な
る
。
即
ち
経
営
内
で
の
生
産
（
そ
の
規
定
要
因
と
し
て
の
労
働
に
よ
る
価
値
生
産
）
を
基
底
と
し
た
一
国
経
済
の
再
生
産
過
程
構
造
の
理
解
が
、
分
配
関
係
を
中
心
と
す
る
経
済
性
問
題
例
え
ば
全
体
経
済
の
経
済
性
と
し
て
技
術
的
生
産
性
と
並
ん
で
所
得
配
分
ー
及
び
生
産
手
段
の
配
分
の
良
さ
を
同
列
視
す
る
思
考
に
対
し
て
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
純
粋
理
論
的
な
抽
象
段
階
に
お
い
て
把
握
す
る
と
、
後
者
（
所
得
配
分
ー
及
び
生
産
手
段
配
分
の
良
度
）
は
全
体
経
済
の
生
産
性
の
決
定
要
因
で
は
な
く
そ
の
結
果
と
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
経
済
性
の
理
論
的
究
明
は
、
そ
の
具
体
的
適
用
で
あ
る
統
計
的
測
定
方
法
の
発
展
過
程
を
理
解
、。し
五
八
407 
(5) (4) 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
（
山
上
）
す
る
上
に
お
い
て
も
、
重
要
な
指
針
を
提
供
す
る
の
で
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
三
つ
の
観
点
に
立
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
レ
ー
マ
ソ
の
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
の
発
展
を
紹
介
し
、
跡
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
特
徴
を
把
握
し
、
ひ
い
て
そ
の
発
展
の
内
容
と
発
展
契
機
を
、
歴
史
的
に
理
論
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。
（
注
）
山
こ
の
よ
う
な
時
代
区
分
は
、
観
点
は
異
な
る
が
例
え
ば
市
原
季
一
教
授
に
も
み
ら
れ
る
。
市
原
季
一
稿
「
レ
ー
マ
ソ
経
営
学
」
（
独
逸
経
営
学
（
上
）
所
収
）
二
三
六
頁
以
下
参
照
。
②
「
合
理
化
問
題
を
学
問
的
に
取
扱
う
前
に
、
先
ず
経
済
性
観
念
の
本
質
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
(M.R.
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e
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4141昭咄一
拙
稿
「
レ
ー
マ
ン
価
値
創
造
計
算
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
関
西
大
学
商
学
論
集
第
三
巻
第
二
号
）
同
「
経
営
経
済
性
の
測
定
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
同
第
三
巻
第
四
号
）
、
同
「
レ
ー
マ
ン
生
産
性
会
計
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
木
村
和
一
ー
一
郎
編
「
生
産
性
会
計
」
税
務
経
理
協
会
刊
所
収
）
同
「
レ
ー
マ
ン
経
済
性
、
生
産
性
及
び
収
益
性
」
（
同
書
所
収
）
参
照
。
前
掲
拙
稿
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
「
経
営
比
較
論
」
に
お
い
て
も
生
産
性
測
定
手
段
と
し
て
経
営
比
較
手
法
が
応
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
第
一
節
五
九
こ
の
書
の
内
容
は
、
生
産
性
比
較
に
関
し
て
は
レ
ー
マ
ソ
の
他
の
著
書
と
同
一
で
あ
る
。
• 
"
 
1
9
1
8
.
参
G
.
 C
a
s
s
e
l
"
6
:
T
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h
e
 S
o
z
1
a
l
o
k
o
n
o
m
1
e
 
6
 
照。
m
拙
稿
「
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
H
学
論
集
第
四
巻
第
五
号
）
参
照
。
（
関
西
大
学
商
第
一
章
「
産
業
合
理
化
段
階
」
に
お
け
る
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
三
つ
の
経
済
性
概
念
（
一
九
二
四
年
l
一
九
二
八
年
）
レ
ー
マ
ン
は
第
一
の
論
文
「
国
民
経
済
、
経
営
及
び
家
計
に
お
げ
る
経
済
ー
性
概
念
T
に
お
い
て
、
経
済
性
を
価
値
判
断
の
尺
度
と
し
て
広
く
定
義
す
る
。
判
断
尺
度
は
人
間
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
レ
ー
マ
ソ
は
価
値
判
断
を
考
察
の
主
体
か
ら
と
考
察
の
客
体
と
か
ら
区
別
し
、
後
者
の
区
分
と
し
て
全
体
経
済
が
物
的
生
産
を
担
う
経
営
と
、
消
費
を
代
表
す
る
家
計
と
い
う
二
つ
の
個
別
経
済
か
ら
成
り
、
両
者
の
間
の
配
給
現
象
を
全
体
経
済
と
し
て
把
握
し
、
従
っ
て
三
つ
の
経
済
②
 
性
概
念
を
導
き
出
し
て
い
る
。
即
ち
、
経
営
と
家
計
と
全
体
経
済
の
経
済
x
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X 
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性
を
同
じ
平
面
に
お
い
て
、
ま
ず
把
握
す
る
の
で
あ
る
。
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
日
経
営
の
経
済
性
概
念
：
・
経
営
の
経
済
性
の
規
定
に
あ
た
っ
て
レ
ー
マ
ソ
は
、
い
わ
ゆ
る
分
離
方
法
（
抽
象
方
法
）
に
も
と
づ
い
て
、
三
つ
の
仮
定
か
ら
出
発
す
る
。
即
ち
①
需
要
が
量
的
に
み
て
変
ら
な
い
こ
と
従
っ
て
経
営
の
生
産
且
標
、
全
体
経
済
の
生
産
方
向
が
不
変
で
あ
る
こ
と
、
②
家
計
が
経
営
に
生
産
手
段
を
引
渡
す
場
合
、
同
じ
数
誠
関
係
の
下
で
増
減
す
る
と
い
う
こ
と
従
っ
て
生
産
手
段
の
価
格
を
不
変
と
す
る
。
⑧
生
産
技
術
を
所
与
と
す
る
、
従
っ
て
最
適
生
産
状
態
は
不
変
で
あ
る
と
い
う
仮
定
で
あ
る
。
次
の
三
つ
の
経
済
性
が
あ
る
。
山
技
術
的
生
産
性
…
生
産
目
標
及
び
個
々
の
経
営
の
最
適
生
産
状
態
を
所
与
と
す
る
と
、
経
営
の
経
済
性
は
経
営
給
付
の
大
き
さ
と
生
産
手
段
の
費
消
の
大
き
さ
即
ち
産
出
給
付
財
数
量
と
費
消
原
価
財
数
量
の
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
即
ち
レ
ー
マ
ン
は
こ
の
関
係
を
技
術
的
生
産
性
と
い
い
③
 
次
の
等
式
で
示
し
て
い
る
。
こ
の
技
術
的
生
産
性
に
お
い
て
、
レ
ー
マ
ン
は
そ
の
相
対
的
変
動
を
追
跡
す
る
た
め
に
は
標
準
価
格
で
の
評
価
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
山
経
営
経
済
性
と
し
て
技
術
的
生
産
性
が
歴
史
的
に
も
理
論
的
に
も
最
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
に
第
一
義
的
な
意
義
を
与
え
て
い
る
レ
ー
マ
ン
（
山
上
）
の
思
考
の
出
発
点
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
レ
ー
マ
ン
の
意
識
に
は
絶
え
ず
実
践
的
な
捕
捉
へ
の
要
求
が
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
こ
と
か
ら
物
量
計
算
に
対
す
る
価
格
計
算
の
実
務
的
優
越
性
が
生
ず
図
経
済
的
生
産
性
…
先
き
に
仮
定
し
た
生
産
手
段
の
数
量
関
係
が
変
化
し
、
そ
の
価
格
が
変
わ
る
と
も
は
や
最
適
の
生
産
活
動
は
所
与
と
前
提
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
に
生
産
手
段
費
消
の
価
値
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
理
由
か
ら
レ
ー
マ
ン
は
経
済
的
生
産
性
概
念
を
導
入
し
て
次
の
等
式
固
⑥
で
示
し
て
い
る
。
即
ち
消
費
生
産
手
段
な
い
し
原
価
財
の
価
格
が
選
択
の
尺
度
と
し
て
数
量
に
代
わ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
―
―
―
つ
の
生
産
要
素
(11
生
産
手
段
）
の
中
、
最
も
経
済
的
な
価
格
の
も
の
が
比
較
・
選
択
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
厳
密
に
は
前
掲
の
技
術
的
生
産
性
と
と
も
に
、
そ
れ
は
効
用
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
レ
ー
マ
ソ
経
済
性
の
出
発
点
で
あ
り
特
徴
で
あ
る
。
③
市
場
適
応
度
…
経
営
の
生
産
目
標
が
所
与
で
あ
る
と
い
う
前
提
は
、
生
産
手
段
の
価
格
が
変
化
し
家
計
の
所
得
が
変
動
し
、
た
め
に
全
体
経
済
に
お
け
る
需
要
の
質
的
安
定
性
が
動
く
場
合
成
立
し
な
く
な
る
。
レ
ー
マ
る。
H 
b
)
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②
所
得
消
費
の
経
済
的
利
用
度
・
：
欲
求
満
足
の
方
向
、
所
得
構
成
が
変
化
す
る
場
合
に
は
、
消
費
さ
れ
る
現
物
所
得
に
選
択
の
自
由
が
生
ず
る
。
そ
こ
で
経
済
的
利
用
度
と
し
て
、
満
足
せ
る
需
要
量
と
家
計
の
貨
幣
所
得
即
白 H 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
a) 
M
b
 
ピ
r
N
b
ー
C
b
•
即
ち
全
体
経
済
の
均
衡
状
態
か
ら
出
発
し
て
経
営
の
市
場
適
応
の
決
定
尺
度
を
原
価
財
・
給
付
財
（
製
品
）
の
価
格
に
お
い
て
い
る
。
口
家
計
（
及
び
国
家
財
政
）
の
経
済
性
概
念
…
レ
ー
マ
ソ
は
家
計
の
経
済
性
の
分
析
に
お
い
て
、
経
営
の
生
産
に
適
応
す
る
も
の
と
し
て
所
得
利
用
（
消
費
）
を
用
い
る
と
い
う
類
推
法
を
適
用
し
、
家
計
の
経
済
性
を
所
得
利
用
の
良
さ
に
対
す
る
価
値
判
断
と
し
て
規
定
す
る
。
次
の
三
つ
の
経
⑧
 
済
性
概
念
が
あ
げ
ら
れ
る
。
簡
単
に
述
ぺ
て
み
よ
う
。
，
 
山
所
割
消
費
の
生
物
学
的
利
用
度
：
•
こ
の
経
済
性
は
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
物
理
的
・
心
理
的
な
需
要
（
欲
求
）
量
を
所
与
の
物
財
量
（
現
物
所
得
）
nw "＂i 
で
満
足
さ
す
完
全
度
で
あ
り
、
次
の
等
式
で
把
握
さ
れ
る
。
c) 
ピ
i
巳
x
Mb11Cm• 
（
山
上
）
ン
は
こ
の
点
か
ら
需
要
の
推
移
を
予
見
す
る
尺
度
と
し
て
市
場
に
適
応
す
、
原
価
け＂
る
能
力
を
第
一
ー
一
の
経
済
性
に
あ
げ
、
次
の
等
式
の
よ
う
に
規
定
し
財
及
び
給
付
財
の
価
格
指
数
を
関
係
せ
し
め
て
い
る
。
六
③
市
場
適
応
度
：
・
さ
て
貨
幣
所
得
を
も
と
と
し
た
所
得
の
大
き
さ
の
購
買
力
は
変
動
す
る
の
で
、
第
三
の
経
済
性
概
念
と
し
て
家
計
の
市
場
適
応
度
砂u
 
が
次
の
等
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
即
ち
所
得
の
購
買
力
指
数
と
現
物
所
得
の
価
格
指
数
の
関
係
が
問
題
と
な
る。
国
全
体
経
済
の
経
済
性
概
念
…
さ
て
、
レ
ー
マ
ソ
は
経
済
性
の
一
般
等
式
を
「
効
用
対
費
消
」
の
関
係
で
把
握
し
て
い
る
が
、
全
体
経
済
関
係
に
お
い
て
は
前
者
に
需
要
満
足
、
後
者
に
苦
労
の
大
き
さ
（
満
足
達
成
へ
の
）
を
考
え
て
い
る
。
即
ち
全
体
経
済
の
経
済
性
は
需
要
満
足
と
苦
労
の
大
き
さ
の
関
係
に
つ
い
て
の
判
断
尺
度
と
し
て
把
捩
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
両
者
の
規
定
要
因
と
し
て
①
経
営
の
技
術
的
生
産
性
②
所
得
配
分
の
種
類
⑧
生
産
あ
る
い
は
現
物
所
得
の
有
用
性
を
あ
げ
て
次
の
三
つ
の
経
済
性
に
言
及
し
て
い
る
。
山
生
産
性
・
・
・
全
体
経
済
の
生
産
性
は
、
全
体
経
済
の
現
物
所
得
が
経
営
の
産
出
せ
る
給
付
に
対
象
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
全
体
経
済
の
苦
労
の
ヒ
c) 
TI 
b
)
 
H
e
 
ピ
e
Mn11Cm• 
M
b
 
ピ
r・e
Nw11Cw• 
l
 u
 
ち
価
格
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
即
ち
そ
の
等
式
は
、
410 
は
叉
所
得
の
配
分
（
資
本
形
成
の
度
合
に
よ
っ
て
秤
晶
さ
れ
る
と
す
る
）
費
消
が
経
営
に
よ
っ
て
費
消
さ
れ
た
労
働
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
経
営
の
給
付
と
経
営
の
労
働
費
消
の
関
係
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
関
係
は
①
労
働
と
の
関
係
で
処
理
さ
れ
る
物
的
生
産
手
段
（
土
地
・
資
本
利
用
）
量
と
、
②
経
営
の
技
術
的
生
産
性
に
依
存
す
る
の
で
、
物
的
生
産
手
段
の
大
き
さ
の
函
数
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
生
産
手
段
「
労
働
」
と
物
的
生
産
手
段
「
土
地
・
資
本
」
の
量
と
関
係
を
不
変
と
す
る
と
、
全
体
経
済
の
生
産
性
は
、
技
術
的
生
産
性
も
し
く
は
生
産
手
段
利
用
の
良
さ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
尺
度
は
経
営
の
技
術
的
生
産
性
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ソ
の
理
論
構
成
か
ら
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
関
係
値
で
あ
る
労
働
費
消
が
そ
の
他
の
生
産
手
段
と
選
択
・
代
替
さ
れ
て
原
価
財
の
一
っ
と
し
て
還
②
所
得
配
分
の
良
度
…
レ
ー
マ
ソ
の
経
済
観
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
家
計
は
生
産
手
段
を
経
営
に
引
渡
し
、
反
対
給
付
と
し
て
経
営
か
ら
現
物
所
得
（
経
営
給
付
）
を
受
け
と
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
現
象
は
市
場
と
い
う
配
分
過
程
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
配
分
は
レ
ー
マ
ソ
の
い
う
よ
う
に
経
済
政
策
的
・
社
会
政
策
的
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
前
述
の
全
体
経
済
の
経
済
性
の
関
係
要
因
「
労
働
費
消
」
が
「
資
本
費
消
」
で
代
替
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る
と
、
全
体
経
済
の
経
済
性
元
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
日
（
山
上
）
の
良
度
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
即
ち
、
全
体
経
済
の
経
済
性
は
全
体
経
済
の
資
本
の
大
き
さ
に
規
定
さ
れ
、
そ
れ
は
又
所
得
利
用
の
種
類
に
依
存
す
る
資
本
形
成
の
度
合
に
依
存
す
る
の
で
、
こ
の
全
体
経
済
の
所
得
利
用
即
ち
所
得
配
分
機
能
の
良
度
が
、
第
二
の
尺
度
と
し
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
全
体
経
済
の
経
済
性
種
類
は
、
第
三
の
生
産
手
段
の
配
分
の
良
度
と
と
も
に
、
全
体
経
済
に
お
い
て
は
、
第
一
の
全
体
経
済
的
生
産
性
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
そ
の
因
果
関
係
が
実
際
に
お
い
て
は
直
線
的
に
述
べ
得
ら
れ
な
い
と
は
し
て
も
、
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
次
元
の
異
な
る
も
の
即
ち
全
体
経
済
の
生
産
性
の
結
果
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
所
得
の
配
分
の
選
択
の
問
題
を
生
産
性
と
同
列
に
考
え
て
い
る
点
は
、
け
だ
し
レ
ー
マ
ン
経
済
性
思
考
の
当
然
の
帰
結
で
は
あ
る
。
③
生
産
手
段
配
分
の
良
度
…
更
に
レ
ー
マ
ン
は
い
う
。
現
物
所
得
の
大
き
さ
が
全
体
経
済
の
需
要
満
足
の
大
き
さ
の
尺
度
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
物
財
あ
る
い
は
現
物
所
得
要
素
の
同
じ
有
用
性
と
い
う
前
提
の
下
で
は
正
し
い
が
、
こ
の
前
提
が
こ
わ
さ
れ
る
場
合
、
即
ち
現
物
所
得
の
全
体
経
済
的
有
用
性
が
制
限
さ
れ
る
場
合
に
は
、
全
体
経
済
の
経
済
性
は
不
都
合
に
な
る
と
。
そ
し
て
こ
の
現
物
所
得
の
有
用
性
の
欠
除
の
尺
度
は
、
い
わ
ゆ
る
企
業
家
損
益
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
相
対
的
な
「
ち
ぢ
ま
り」
(
Z
u
r
i
.
i
c
k
t
r
e
t
e
n
)
が
全
体
経
済
の
経
済
性
に
対
す
る
尺
度
と
し
て
六
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所
得
の
大
き
さ
に
比
例
す
る
。
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
ビ
b
1
1
B
·
~
l
,
~
b
1
1
B
.
H
r
(
B
石
湿
芯
浬
寧
S
#
H
1吝
）
叉
需
要
満
足
は
現
物
所
得
の
有
用
性
（
経
営
給
付
）
と
全
体
経
済
の
現
物
ビ
b
ー
C
•
ー
|
|
ビ
K
w
（
山
上
）
(3) 
（
注
）
山
一ノ‘
い
る
の
で
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
給
付
は
全
体
経
済
の
現
物
所
得
に
等
し
い
こ
と
か
ら
右
の
等
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
ビ
l
.
M
]
b
．
 
ピ
K
・ビ
r
wー
C
あ
げ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
経
営
は
生
産
手
段
を
市
場
で
調
達
す
る
、
即
ち
生
産
手
段
の
配
分
を
決
定
す
る
。
従
っ
て
こ
の
生
産
手
段
配
分
の
良
度
な
ら
ば
経
営
へ
の
生
産
手
段
の
配
分
が
全
体
経
済
の
現
物
所
得
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
全
体
経
済
の
部
分
的
な
経
済
性
か
ら
、
レ
ー
マ
ン
は
、
経
営
の
技
術
的
生
産
性
と
所
得
利
用
の
生
物
学
的
利
用
度
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ
箇釣
っ
て
次
の
よ
う
に
、
全
体
経
済
の
経
済
性
概
，
を
導
き
出
し
て
い
る
。
即
ち
、
両
者
を
総
括
す
る
と
全
体
経
済
の
生
産
性
は
次
の
よ
う
に
等
式
化
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
即
ち
、
全
体
経
済
の
経
済
性
は
、
経
営
の
技
術
的
生
産
性
(
P
t
)
、
配
分
の
良
度
（
も
し
く
は
資
本
形
成
の
度
合
）
（
D
e
)
、
生
産
手
段
配
分
の
良
度
（
あ
る
い
は
企
業
家
損
益
の
相
対
的
「
ち
ぢ
ま
り
」
）
（
D
p
)
に
比
レ
ー
マ
ン
の
経
済
性
に
対
す
る
最
初
の
接
近
方
法
は
右
に
簡
述
し
た
よ
う
で
あ
り
、
彼
の
基
本
的
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
く
、
未
だ
経
営
の
経
済
性
を
個
別
的
に
取
上
げ
た
り
、
そ
の
測
定
方
法
に
迄
は
及
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
以
上
の
考
え
は
レ
ー
マ
ン
経
済
性
論
の
経
済
学
的
理
論
基
礎
で
あ
り
、
そ
の
後
の
彼
の
理
論
の
出
発
点
と
な
っ
て
M
.
R
.
 L
e
h
m
a
n
n
:
 
"
D
e
r
 Begriff 
d
e
r
 
Wirtschaftlich, 
keit 
in 
V
o
l
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
,
 
B
e
t
r
i
e
b
 
u
n
d
 
H
a
u
s
h
a
l
t
"
 
ZfB. 3.
 
Jg. 
(
1
9
2
6
)
 
②
D
e
r
s
"
"
D^
i
e
 Wirtschaftlichkeit 
d
e
s
 
B
e
t
r
i
e
b
e
s
 
u
n
d
 
d
e
r
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
u
n
g
,
 1
9
2
8
"
 
S
.
 1
1
.
 
P
t
は
技
術
的
生
産
性
、
C
t
t!
比
例
性
定
数
、
M
l
は
産
出
給
付
財
例
す
る
と
い
う
結
論
を
得
る
の
で
あ
る
。
所
得
と
お
く
と
、
W
1
1
C
•
D
p
•
P
t
·
D
e
B
1
1
D
P
（
合
商
咄
箔
把
9
滞
）
》
く
1
1
D
e
（
浬
寧
翌
9
滞）
故
に
、
に
よ
っ
て
全
体
経
済
の
経
済
性
が
判
断
さ
れ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
W
1
1
C
·
B
·
P
t
•
く
（
V
i
i
.
'
.
諏
卦
憑
活
滞
）
従
っ
て
、
ビ
r
ピ
k
凹
l
"
古
•
B
·
ビ
祀
W11C·B• 
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(4) 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
日
数
蓋
の
全
体
、
M
K
は
消
費
原
価
財
数
量
の
全
体
。
技
術
的
生
産
性
は
封
鎖
経
済
、
経
済
的
生
産
性
は
顧
客
生
産
経
済
、
市
場
適
応
度
は
市
場
生
産
経
済
に
そ
れ
ぞ
れ
照
応
す
る
。
(
D
e
r
s
"
•
•
D
e
r
B
e
g
r
i
f
f
 der:・
…
"
 s. 1
9
3
)
 
固
P
w
は
経
済
的
生
産
性
、
C
w
は
比
例
性
定
数
、
X
は
消
費
生
産
手
段
な
い
し
原
価
財
価
格
（
数
誡
単
位
当
り
）
。
⑥
レ
ー
マ
ソ
は
経
済
の
簡
単
な
デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ソ
と
し
て
、
生
産
手
段
、
所
得
、
人
口
の
三
つ
を
あ
げ
、
物
理
学
上
の
大
盈
、
距
離
、
時
間
概
念
に
照
応
す
る
経
済
動
態
論
の
基
礎
概
念
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
生
産
手
段
1
1
生
産
要
素
に
土
地
の
利
用
、
人
問
労
働
あ
る
い
は
生
産
人
口
及
び
資
本
利
用
（
資
本
は
資
本
財
の
総
括
概
念
と
し
て
の
資
本
と
貯
蓄
活
動
の
結
果
と
し
て
の
資
本
に
峻
別
さ
れ
る
）
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
(
D
e
r
s
"
"
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
k
r
a
f
t
 
u
n
d
 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
k
e
i
t
 
o
d
e
r
 d
i
e
 D
i
m
e
n
s
i
o
n
e
n
 d
e
r
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
"
 
Z
f
B
.
 4
.
 
Jg. 
(
1
9
2
7
)
 
s. 5
7
0
)
 
m
M
b
は
経
営
の
市
場
適
応
度
、
C
m
は
比
例
性
定
数
、
M
i
は
給
付
財
の
価
格
指
数
、
M
X
は
原
価
財
の
価
格
指
数
。
図
経
営
に
お
け
る
と
同
様
に
山
②
③
の
順
位
に
あ
る
。
(
D
e
r
s
:
"
D
e
r
 
B
e
g
r
i
f
f
 d
e
r…
…
"
 S
.
 1
9
4
.
)
 
⑨
レ
ー
マ
ソ
に
よ
れ
ば
、
所
得
と
は
種
々
の
生
産
手
段
の
利
用
か
ら
生
ず
る
結
実
で
あ
り
、
実
質
所
得
（
あ
る
期
間
に
費
消
さ
れ
た
物
財
の
全
体
）
と
、
貨
幣
所
得
（
実
質
所
得
を
買
う
購
買
力
）
の
統
一
概
念
で
あ
る
。
全
体
経
済
的
に
み
る
と
貨
幣
所
得
は
原
価
と
な
る
。
(
D
e
r
s
:
 
"
 Wirtschaftskraft・・
…・-、
ss.577|9•659|660) 
皿
N
b
は
所
得
消
費
の
生
物
学
的
利
用
度
、
C
b
は
比
例
性
定
数
。
M
b
（
山
上
）
贔
レ
ー
マ
ン
の
第
二
の
論
文
「
経
営
と
企
業
及
び
両
者
の
経
済
性
の
ー
本
質
「
に
お
い
て
、
経
営
の
経
済
性
が
考
察
の
対
象
と
な
る
。
即
ち
、
第
一
論
文
に
お
い
て
そ
の
他
の
客
体
の
経
済
性
と
同
一
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
経
営
の
経
済
性
が
、
企
業
の
経
済
性
の
相
違
と
い
う
区
分
観
点
か
ら
論
ぜ
ら
れ
る
。
先
ず
レ
ー
マ
ン
は
経
営
と
企
業
の
概
念
に
つ
い
て
こ
れ
ら
両
者
を
経
済
的
及
び
社
会
学
的
観
点
か
ら
次
の
よ
う
に
性
格
づ
け
て
い
る
。
即
ち
、
経
営
は
生
産
単
位
、
企
業
は
財
務
単
位
と
し
て
の
経
済
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
前
者
は
生
産
条
件
（
経
営
目
的
•
生
産
部
門
・
技
術
状
第
二
節
経
営
経
済
性
も
し
く
は
生
産
経
済
性
の
認
識
(13) U2l U1) 
は
満
足
し
た
需
要
の
全
体
。
M
r
は
消
費
さ
れ
た
実
質
（
現
物
）
所
得
。
N
w
ほ
所
得
消
費
の
経
済
的
利
用
度
。
C
w
は
比
例
性
定
数
。
r
は
消
岐
現
物
所
得
要
素
o
e
は
現
物
所
得
要
素
の
価
格
。
M
n
 :
l
:
!
家
計
の
市
場
適
応
度
。
C
m
は
比
例
性
定
数
。
栢
~
ほ
所
得
の
大
き
さ
の
購
買
力
指
数
。
と
e
は
現
物
所
得
の
価
格
指
数
。
レ
ー
マ
ン
は
、
経
済
の
高
い
デ
ィ
メ
ソ
ジ
ョ
ソ
と
し
て
、
一
、
所
得
状
態
（
人
数
当
り
所
得
）
、
二
、
所
得
状
態
の
変
動
傾
向
（
相
対
的
所
得
増
加
と
人
口
増
加
の
商
）
―
―
―
経
済
力
（
経
済
基
礎
の
大
き
さ
と
所
得
状
態
の
変
動
傾
向
の
大
き
さ
の
横
）
四
、
絶
対
的
資
本
形
成
（
貯
蓄
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
抽
象
的
資
本
紘
）
五
、
相
対
的
資
本
形
成
（
人
口
当
り
資
本
形
成
）
の
五
つ
を
あ
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
物
理
学
の
速
度
、
加
速
度
、
機
械
力
、
仕
事
、
給
付
に
照
応
さ
せ
て
い
る
。
(
D
e
r
s
"
"
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
k
r
a
f
t
・
・
・
"
 S
S
.
 6
6
1ー
7
5
)
六
四
'413 
全
体
経
済
の
経
済
体
制
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
経
営
と
企
業
の
経
済
性
概
念
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
。
又
社
会
学
的
に
み
る
と
経
営
は
労
働
形
体
A
r
b
e
i
t
s
g
e
b
i
l
d
e
あ
る
い
は
労
働
共
同
体
（
構
成
員
に
所
得
の
可
能
性
を
創
造
・
維
持
・
増
加
さ
す
目
的
を
も
つ
）
と
し
て
企
業
は
資
本
組
織
あ
る
い
は
資
本
集
合
体
K
a
p
i
t
a
l
v
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
(構
成
員
に
資
本
所
得
を
獲
得
さ
す
目
的
を
も
つ
）
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
H
経
営
の
経
済
性
：
・
経
営
経
済
性
の
全
体
概
念
は
前
節
で
述
べ
た
三
つ
の
部
分
概
念
の
総
括
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
即
ち
、
②
 
レ
ー
マ
ソ
は
、
経
営
経
済
性
の
尺
度
と
し
て
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
＾
が
成
果
計
算
（
損
益
計
算
と
貸
借
対
照
表
）
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
成
果
を
と
る
見
解
に
対
し
て
、
経
済
性
測
定
は
成
果
か
ら
は
把
握
で
き
な
い
と
い
っ
て
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
即
ち
成
果
は
絶
対
数
で
あ
る
の
に
反
し
て
経
済
性
は
相
対
数
で
あ
る
か
ら
両
者
の
間
に
は
比
例
性
は
存
在
し
な
い
と
。
今
、
成
果
を
G
、
収
益
を
E
、
原
価
を
A
と
す
る
と
次
の
等
式
が
成
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
日
G
=
E
|
A
1
1
M
l
k
ー
ビ
k
•
x
（
山
上
）
ピ
l
2
3
I
2
2
l
.
i
• 
H
K
 
11Pt•Pw•Mb11C• 
ピ
k
•
x~k•x 
w
 
態
）
に
よ
っ
て
、
後
者
は
財
務
条
件
（
財
務
経
済
の
種
類
•
財
務
の
目
的
六
五
し
か
し
成
果
は
経
済
性
測
定
の
基
礎
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
四
つ
の
成
果
概
念
を
区
別
し
て
経
済
性
測
定
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。
即
ち
国
民
経
済
的
に
考
え
る
と
（
最
終
経
営
ー
給
付
を
家
計
に
引
渡
す
経
営
が
考
え
ら
れ
る
）
、
経
営
給
付
の
市
場
価
格
は
原
価
（
国
民
経
済
原
価
）
に
一
致
す
る
の
で
成
果
は
生
ぜ
ず
、
只
、
有
利
に
操
業
す
る
経
営
の
み
が
相
対
的
な
成
果
を
獲
得
す
る
が
、
実
務
上
は
収
益
と
原
価
の
一
部
分
が
対
応
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
種
々
の
成
果
概
念
を
生
ぜ
し
め
る
。
①
純
経
営
成
果
を
計
算
す
る
場
合
に
は
統
一
的
成
果
計
算
を
経
営
成
果
計
算
と
企
業
成
果
計
算
に
区
分
し
、
前
者
に
日
k
•
x
に
照
応
す
る
総
原
価
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
生
産
手
段
は
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
原
材
料
の
大
き
さ
と
人
間
労
働
力
と
資
本
に
区
分
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
照
応
し
て
更
に
次
の
一
二
つ
の
成
果
概
念
が
認
識
さ
れ
る
。
即
②
価
値
創
造
収
益
(1
総
原
価
マ
イ
ナ
ス
原
材
料
・
補
助
材
料
）
、
⑧
経
営
労
働
収
益
(1
総
原
価
マ
イ
ナ
ス
労
務
費
以
外
の
原
価
）
‘
④
資
本
収
益
゜
こ
れ
ら
四
種
の
成
果
概
念
の
認
識
は
経
済
性
測
定
の
基
礎
と
し
て
、
後
述
の
所
得
分
配
観
点
に
連
な
る
も
の
と
し
て
、
レ
ー
マ
ソ
に
あ
っ
て
は
重
要
な
思
考
基
礎
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
前
述
の
生
産
三
要
素
論
に
基
づ
い
た
社
会
政
策
的
な
成
果
配
分
思
考
で
あ
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
⇔
企
業
の
経
済
性
…
経
営
経
済
性
と
異
な
っ
て
、
企
業
の
経
済
性
に
お
ち、
414 
る。 り
、
後
者
は
企
業
の
営
利
目
的
と
関
係
し
た
私
経
済
的
性
質
の
も
の
で
あ
①
共
同
経
済
的
（
経
営
経
済
的
）
収
益
性
11企
業
の
財
産
収
益
対
総
資
本
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
い
て
は
前
述
の
企
業
成
果
計
算
が
基
礎
と
な
り
、
そ
の
場
合
唯
一
の
成
果
概
念
と
し
て
資
本
収
益
が
考
え
ら
れ
る
。
成
果
概
念
と
し
て
の
資
本
収
益
は
企
業
の
財
産
収
益
と
企
業
家
収
益
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
、
こ
の
こ
と
か
1
 
ら
二
つ
の
収
益
性
概
船
が
導
き
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
①
企
業
の
財
産
収
益
（
経
営
か
ら
み
た
経
営
資
本
収
益
と
等
し
い
）
11純
粋
経
営
成
果
＋
経
営
資
本
計
算
利
子
人
資
本
利
子
費
十
管
理
費
）
企
業
の
経
済
性
は
収
益
性
概
念
（
純
粋
収
益
即
ち
成
果
と
資
本
の
関
係
）
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
が
、
収
益
性
は
又
共
同
経
済
的
収
益
性
と
私
経
済
的
収
益
性
に
細
分
さ
れ
る
。
即
ち
、
R
私
経
済
的
収
益
性
11企
業
成
果
（
企
業
家
収
益
）
対
自
己
資
本
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
前
者
は
国
民
経
済
的
機
能
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
こ
の
第
二
論
文
で
の
経
営
経
済
性
と
企
業
経
済
性
（
収
益
性
）
の
区
分
は
、
レ
ー
マ
ソ
が
初
め
て
個
別
領
域
に
経
済
性
論
を
展
開
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
彼
の
学
説
発
展
の
一
＝
ボ
ッ
ク
を
画
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
経
営
と
企
業
概
念
は
こ
こ
で
は
分
離
さ
れ
て
は
い
る
が
、
③
企
業
家
収
益
（
純
粋
企
業
成
果
）
11財
産
収
益
ー
（
資
本
調
達
費
＋
他
（
山
上
）
一
版
」
（
一
九
二
八
年
七
月
）
の
二
著
を
縦
い
て
み
よ
う
。
未
だ
概
念
的
に
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
収
益
性
概
念
に
お
い
て
共
同
経
済
的
(11経
営
経
済
的
）
収
益
性
と
い
う
生
産
面
に
関
係
す
る
概
念
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
混
乱
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
未
だ
こ
の
段
階
は
、
レ
ー
マ
ン
の
経
営
学
的
思
考
が
漸
く
国
民
経
済
学
か
ら
分
離
し
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
個
別
経
営
的
立
場
が
国
民
経
済
的
立
場
に
包
擬
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
営
及
び
企
業
概
念
の
明
確
化
は
彼
に
お
い
て
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
く
る
が
、
初
期
レ
ー
マ
ン
に
お
い
て
は
未
だ
十
分
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
特
に
収
益
性
概
念
に
お
い
て
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
右
の
思
考
発
展
を
跡
づ
け
る
た
め
に
「
経
営
と
企
業
の
経
済
性
」
（
一
九
二
八
年
二
月
）
、
凹
生
産
経
済
的
ー
及
び
財
務
経
済
的
経
済
性
：
・
前
掲
の
二
著
に
お
い
て
レ
ー
マ
ン
は
、
経
済
性
概
念
を
実
質
面
よ
り
①
生
産
経
済
ー
及
び
財
務
経
固
済
的
経
隋
性
、
R
静
態
的
ー
及
び
動
態
的
経
済
性
、
⑧
技
術
良
度
及
び
商
5
 
業
良
度
の
三
つ
に
区
分
し
て
論
じ
て
い
る
。
本
項
で
は
第
一
の
区
分
種
類
に
つ
い
て
の
レ
ー
マ
ン
の
思
考
を
み
て
み
よ
う
。
田
生
産
経
済
の
経
済
性
…
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
と
い
う
領
域
区
分
に
立
っ
て
、
レ
ー
マ
ン
の
理
論
は
次
の
よ
う
に
精
緻
化
し
て
い
く
。
先
ず
経
済
性
の
一
般
等
式
の
分
子
の
効
用
及
び
分
母
の
費
消
に
つ
い
て
部
分
概
念
を
考
え
る
。
即
ち
効
用
は
収
益
の
大
き
さ
換
言
す
れ
ば
所
得
で
あ
る
の
六
六
「
経
営
経
済
学
総
論
.415 
と
③
商
業
的
合
理
性
（
商
業
的
生
産
性
）
は
数
量
と
価
値
と
の
関
係
で
あ
1表
1 静態的 経 済 性 I 動態的経済性
1・話及び分母が 1:；争：：二： 1 ：:z:：:a;：度
2.分子が数量，分
2.静的技術合瑶性
母が価値 I I 2．動的技術合理性＝技術的生産性（例） 1000M製浩費当り製造敦盤 （例） IOOOM投下資本当
3．静的経済的合理性＝静的経済性•一3了動的経済的合理性＝
3.分子及び分母が （狭義・)
価値 （例）特に利潤係数 （例）特に収益性 ＝勁 （狭義）
g=100. （E-K)＝ 享 r=100.（E-K)＝逆.;.Q_=g,C
K K I M M 
4.分 子 が価値 4．静的商業的合理性 |4．動的涸業的合瑶性＝裔業的生産性
分母が数量 1（例）労働時間当り製造価値 （例）労働者当り製造価値
（注） E=収益。 I{_=_原価。 G＝利潤。 c＝取引速度。 M＝投下資本。
（
山
上
）
概
念
を
生
ず
る
。
こ
の
分
類
わ
せ
に
よ
っ
て
多
く
の
下
位
所
得
（
純
経
営
収
益
・
資
本
収
益
・
労
働
収
益
等
）
に
注
意
す
る
か
に
よ
っ
て
、
種
々
部
分
費
消
量
で
行
わ
れ
、
こ
れ
は
価
値
量
か
数
量
の
大
き
さ
で
あ
る
の
で
、
こ
の
組
合
に
つ
肛
て
は
、
一
表
（
第
」
6
7
 
著
書
T
二
表
（
第
1
一
著
書
T
で
示
さ
れ
る
。
即
ち
①
技
術
良
度
（
技
術
的
給
付
度
）
は
数
量
対
数
量
の
関
係
値
た
る
技
術
概
念
で
あ
り
、
③
技
術
的
合
理
性
（
技
術
的
生
産
性
）
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
の
ニ
ュ
ア
ソ
ス
が
生
ず
る
。
又
経
営
の
経
済
性
の
分
子
は
で
、
こ
れ
に
は
総
収
益
（
総
所
得
）
を
考
え
る
か
、
部
分
れ
て
い
る
こ
と
、
二
表
に
お
い
て
更
に
⑥
商
業
的
良
度
K
o
m
m
e
r
z
i
e
l
、
生産経済性の下位概念
I 静 的 1 動的
1.分子，分母が数叶
1.静的技術良度 1.動的技術良度＝技術的給付度
（例）動力機の効率 1 （例）機械重景It)当り効用給付
2.分子が数量，分 ！ 2.静的技術合理性 1 2．動的技術合理性＝技術的生産性
母が価値 （例） 1000M製造費当り製造数景 （例） 1000M製造資本
3．静的経済的合理性＝静的経済性 3．動的経済的合理H;
3．分子及び分母が （狭義） ＝ 
価値 特に成果係数 特に収益性
r =100•旦＝100•.!.=100•ざ且~ I P=.!..=C• r =100•旦
K K.EKn  I T - M 
4.分子が価値
4.静的商業的合理性 4.動的商業合理性＝商業的生産性
分母が数址 1 （例）労働時間当り製逍収益 1 （例）労働者当り製酒収益
5.分子，分母が価格
I 5．商業良度＝収益財及び原価財の
価格関係
（例）石炭価格と賃金の関係
（注） G＝利潤（資本収益）， K＝製造原価， g＝客体成果， K＝客体原価， e=取引速度，
M＝製造資本， T=資本の取引時間， E=製造＇収益， e＝客体収益（販売価格）
2表
（狭義）
六
七
に
収
益
性
が
い
れ
ら
生
産
性
）
は
生
産
領
数
獄
）
で
あ
る
。
そ
人
的
概
念
（
価
値
／
後
者
は
如
何
に
有
利
に
市
場
と
関
係
す
る
か
と
い
う
商
値）、
な
概
念
（
数
量
／
価
し
て
最
後
に
④
経
済
的
合
理
性
（
経
済
的
域
の
全
経
済
性
概
念
で
あ
り
価
値
と
価
値
と
の
関
係
と
し
て
R
⑧
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
経
済
的
合
理
性
即
ち
経
済
的
生
産
性
の
中
り
、
前
者
は
経
済
的
416 
企
業
は
資
本
投
資
の
側
面
と
資
本
調
達
な
い
し
利
潤
分
配
（
資
本
収
益
分
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
日
ler 
G
t
i
t
e
g
r
a
d
 
(
価
格
と
価
格
の
関
係
）
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
生
産
経
済
の
経
済
性
に
収
益
性
が
包
含
さ
れ
て
い
る
の
は
、
経
営
概
念
と
経
済
性
概
念
の
明
確
な
結
び
つ
き
が
未
だ
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
商
業
的
良
度
の
導
入
は
市
場
の
調
達
・
販
売
の
良
否
と
い
う
技
術
良
度
の
向
上
に
よ
る
商
業
良
度
の
悪
化
を
調
整
す
る
も
の
と
し
て
即
ち
恐
慌
に
対
す
る
合
理
化
措
置
の
一
揉
と
し
て
、
経
営
外
・
市
場
要
因
へ
の
適
応
関
係
の
尺
度
を
示
す
も
の
と
し
て
す
ぐ
れ
て
個
別
経
営
政
策
的
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
レ
ー
マ
ソ
の
概
念
は
益
々
個
別
経
営
の
実
践
に
適
合
し
た
精
密
な
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
、
効
用
・
費
用
の
細
分
化
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の
も
つ
分
配
関
係
の
調
整
へ
の
途
が
前
面
に
押
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
③
財
務
経
済
の
経
済
性
…
「
経
営
と
企
業
の
経
済
性
」
に
お
い
て
、
レ
ー
マ
ソ
は
財
務
単
位
と
し
て
の
企
業
に
お
い
て
生
産
経
済
的
収
益
性
（
経
営
収
益
性
）
と
財
務
経
済
的
収
益
性
（
企
業
収
益
性
）
の
二
つ
を
区
分
し
て
前
者
は
総
資
本
に
対
す
る
経
営
利
潤
（
経
営
資
本
収
益
）
の
関
係
、
後
者
は
自
己
資
本
と
経
営
利
澗
か
ら
他
人
資
本
利
子
を
控
除
し
た
も
の
と
の
関
係
と
し
て
把
握
す
る
。
こ
こ
で
は
、
総
資
本
と
の
関
係
か
ら
生
産
経
済
的
収
益
性
、
自
己
資
本
の
関
係
か
ら
財
務
経
済
的
収
益
性
と
い
う
混
乱
し
た
見
解
が
と
ら
れ
て
い
る
。
両
者
に
つ
い
て
の
彼
の
説
明
を
敷
術
す
る
と
、
（
山
上
）
財務経済性の下位概念
静 的 I 動的
1．分子及び分母が
1.静的技術良度
数址 1 調逹密本時間(h.m.J)当り利用
1.動的技術良度＝技術給付度
資本時間(hmJ) I 1000M資本盈当り利用資本時間
2.分子が数搬 1 2．静的技術合浬性 ＼ 2.動的合理性
分母が価値 1000M財務費当り利用資本時間 1000M資本価値当り利用資本時間
3.静的経済的合理性＝静的経済性 3.動的経済的合理性＝動的経済性
3.分子・分母が価 1000M財務費当り財務収益 （狭義） 特に収益性
値 特に成果係数 ＝財務成果と自己資本の形関係
r =lOO•Q.=100•互＝100・旱 P=lOO•旦
K - K -.J:Kn I - M 
4.分子は価値 4.静
的商業合理性 4.動的商業合理性
分母は数拭 1 調達資本時間(hmJ)当り財務収益 100OM沓本数磁当り財務収益
5.含子・分母が価 1 5．商業的良度
もしくは財務成果 Iもしくは財務成果
稲極•消極利子率の関係 I 
3表
特
に
私
経
済
的
関
心
事
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
性
（
経
営
投
下
資
本
対
経
営
資
本
対
生
産
成
果
と
表
現
さ
（
私
経
済
）
収
益
性
と
し
て
こ
の
分
類
は
「
経
営
経
済
学
総
論
一
版
」
に
お
い
て
は
、
前
述
の
生
産
経
済
の
経
済
性
の
下
位
種
類
に
対
応
し
て
更
に
細
分
・
精
密
化
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
財
務
経
済
表
現
さ
れ
て
い
る
）
1
1
企
業
は
自
己
資
本
対
財
務
成
果
と
る
い
は
資
本
所
得
ー
一
版
で
関
係
が
財
務
経
済
的
収
益
性
（
自
己
資
本
対
資
本
利
子
あ
れ
て
い
る
）
1
1
経
営
収
益
性
と
し
て
把
握
さ
れ
、
、
後
者
の
資
本
収
益
ー
一
版
で
は
生
産
の
側
面
が
生
産
経
済
的
収
益
配
）
の
側
面
を
も
ち
、
前
者
六
八
417 
（
注
）
山
性
と
し
て
単
に
財
務
経
済
的
収
益
性
（
三
表
の
動
態
的
経
済
的
合
理
性
の
下
位
概
念
に
照
応
）
の
み
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
に
反
し
て
、
レ
ー
マ
ン
ほ
財
務
経
済
領
域
に
も
物
財
的
・
価
値
的
思
考
を
援
用
し
（
一
面
に
お
い
て
財
務
取
引
量
が
資
本
利
用
取
引
あ
る
い
は
資
本
時
間
取
引
で
あ
り
、
他
面
に
お
い
て
抽
象
的
資
本
1
1
財
務
資
本
が
物
財
頃
及
び
価
値
量
と
考
え
ら
，
 
⑧
 
れ
る
の
で
）
三
表
の
よ
う
に
精
密
化
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
は
未
だ
収
益
性
概
念
が
生
産
・
財
務
の
両
面
に
み
ら
れ
、
理
論
的
に
も
表
現
的
に
も
一
貫
し
た
整
理
は
み
ら
れ
な
い
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
第
二
論
文
を
契
機
と
す
る
二
つ
の
著
害
に
お
い
て
レ
ー
マ
ソ
は
混
乱
を
含
み
な
が
ら
も
個
別
経
営
領
域
へ
の
経
済
性
研
究
に
論
理
を
す
す
め
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
初
期
レ
ー
マ
ソ
に
あ
っ
て
は
未
だ
全
体
経
済
的
立
場
か
ら
漸
次
個
別
経
営
的
思
考
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
二
論
文
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
レ
ー
マ
ソ
は
い
よ
い
よ
、
経
済
性
（
経
営
）
測
定
に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
る
。
即
ち
「
経
営
経
済
性
の
測
定
」
ー
第
一
一
一
論
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
後
年
の
レ
ー
マ
ン
の
経
営
統
計
論
か
ら
経
営
比
較
論
へ
と
開
花
し
た
精
緻
な
る
具
体
的
適
用
・
測
定
方
法
の
荊
芽
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
M.R. 
Lehmann"••Betrieb 
u
n
d
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
u
n
g
 
u
n
d
 
d
a
s
 W
e
s
e
n
 ihrer 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
k
e
i
t
"
N
f
B
.
 3
.
 
Jg. 
(
1
9
2
6
)
 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
（
山
上
）
＇ ー
経
営
経
済
性
の
測
定
方
漁
六
九
S
c
h
m
a
l
e
n
b
a
c
h
:
 "a. a. 
0
.
"
 S. 6
8
 f. 
M.R. L
e
h
m
a
n
n
:
 "
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
k
r
a
f
t…
…
"
s
s
.
 
674
—
680 
「
企
業
家
利
潤
と
財
務
利
澗
」
参
照
。
山
D
e
r
s
"
•
•
D
i
e
W
i
r
t
咎
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…
'̀SS.
1
6
-
2
1
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 D
e
r
s
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9
2
8
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6
4
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1
7
0
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固
D
e
r
s
"
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S
S
.
 2
2ー
5
,
D
e
r
s
:
 
"a.a.O." 
S
S
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 1
7
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•
3
(
Ders"••Die 
Wirtschaftlichkeit…
…
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8
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m
D
e
r
s
:
 "
A
l
l
g
e
m
e
i
n
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1
.
 
A
u
f
l
"
 S. 1
7
4
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⑧
D
e
r
s
"
＾^a.a.O." 
S. 1
7
7
.
 
⑲
レ
ー
マ
ソ
は
経
済
性
の
形
式
的
性
格
と
し
て
技
術
良
度
を
部
分
経
済
性
概
念
に
属
せ
し
め
、
一
方
全
部
経
済
性
概
念
の
特
徴
を
分
子
・
分
母
が
価
値
的
に
計
算
さ
れ
る
も
の
と
し
て
前
者
に
対
し
て
優
越
性
を
与
え
て
い
る
。
又
経
済
性
は
絶
対
的
大
き
さ
と
し
て
は
意
味
が
な
く
、
そ
の
比
較
が
重
要
で
あ
る
と
述
ぺ
て
い
る
。
(Ders:
"
D
i
e
 Wirtschaftlich, 
keit…
…
"
s
s
.
 3
5ー
7
.
)
第
三
節
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
経
済
性
概
念
は
経
済
理
論
の
最
も
重
要
な
中
心
問
題
で
あ
り
、
従
っ
て
経
済
性
測
定
の
問
題
は
実
践
経
済
学
な
か
ん
ず
く
経
営
経
済
学
の
中
心
課
題
で
あ
る
。
全
体
経
済
の
経
済
性
測
定
は
、
例
え
ば
全
体
経
済
の
均
衡
状
態
の
攪
乱
が
資
本
財
生
産
と
資
本
形
成
の
不
一
致
か
ら
生
じ
、
こ
の
不
一
致
に
も
と
(3) (2) 
418 
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
づ
く
衡
動
単
位
I
m
p
l
u
s
,
E
i
n
h
e
i
t
が
流
通
面
で
二
重
に
作
用
す
る
こ
と
か
ら
、
即
ち
消
費
が
消
費
財
生
産
に
照
応
し
な
い
た
め
に
消
費
財
市
場
に
作
用
す
る
と
と
も
に
、
又
生
産
装
骰
・
追
加
資
本
の
増
大
が
投
資
を
求
め
る
貯
蓄
資
本
と
一
致
し
な
い
た
め
資
本
市
場
に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
全
体
経
済
性
の
測
定
は
又
経
営
・
企
業
の
経
済
性
の
測
定
と
離
れ
て
は
達
成
さ
れ
な
い
。
即
ち
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
経
営
の
経
済
性
の
測
定
は
私
経
済
的
の
み
な
ら
ず
、
全
体
経
済
的
に
も
極
め
て
重
要
視
さ
れ
る
。
全
体
経
済
の
経
済
性
測
定
へ
の
役
立
ち
ー
こ
れ
が
レ
ー
マ
ン
の
経
営
経
済
性
の
測
定
の
目
的
で
あ
る
。
②
 
H
部
分
的
な
経
営
経
済
性
の
測
定
経
営
の
経
済
性
の
測
定
に
あ
た
っ
て
先
ず
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
場
合
に
は
、
経
済
性
の
相
対
的
変
動
の
み
が
測
定
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
経
済
性
の
一
般
等
式
瓢
）
の
分
子
・
分
母
を
比
較
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
又
経
済
性
測
定
の
用
具
の
中
心
に
は
統
計
的
乗
算
s
t
a
t
i
s
t
i
s
c
h
e
n
M
u
l
t
i
p
l
i
k
a
,
 
t
i
o
n
が
、
数
学
的
乗
算
に
代
わ
っ
て
適
川
さ
れ
る
。
例
え
ば
甚
拙
期
間
の
経
済
性
を
1
と
し
て
、
相
対
的
経
済
性
及
び
経
済
性
の
発
展
傾
向
を
表
③
 
示
す
る
。
そ
し
て
経
営
の
経
済
性
測
定
の
場
合
、
経
済
性
要
因
（
個
別
尺
度
数
字
）
Pt・
P
w
•
M
b
の
稜
が
睾
計
的
乗
算
法
、
具
体
的
に
は
統
計
は
1
グ
ラ
フ
の
利
用
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
レ
ー
マ
ン
は
右
の
経
済
性
測
定
が
（
山
上
）
7
 
そ
し
て
給
付
原
価
特
に
時
価
計
画
原
価
の
逆
数
が
経
済
的
生
産
性
に
対
す
1
1
K
I
I
ビ
K
•
X
で
あ
り
、
B
巳
l
k
 
相
対
的
変
動
の
把
握
で
あ
り
、
統
計
的
乗
算
で
行
わ
れ
る
と
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
個
々
の
経
済
性
要
因
の
測
定
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
田
技
術
的
生
産
性
の
測
定
…
先
ず
部
分
的
技
術
生
産
性
と
全
部
的
技
術
生
産
性
が
区
別
さ
れ
、
前
者
即
ち
技
術
効
率
の
測
定
は
技
術
計
算
の
対
象
で
あ
る
と
し
、
後
者
の
測
定
を
統
計
グ
ラ
フ
を
用
い
て
三
つ
の
順
序
で
実
施
す
る
。
即
ち
①
産
出
給
付
財
数
量
の
標
準
価
値
で
の
捕
捉
②
費
消
原
価
財
数
批
の
標
準
価
値
で
の
捕
捉
の
後
、
甚
準
技
術
的
生
産
性
（
基
準
期
間
を
例
え
ば
一
月
と
選
ぶ
）
の
数
値
を
算
定
し
(1
比
例
性
定
数
）
、
こ
れ
を
1
と
し
て
、
⑧
そ
の
他
の
技
術
的
生
産
性
の
尺
度
数
を
計
算
す
る
の
で
あ
5
 
る。図
経
済
的
生
産
性
の
測
定
：
・
周
知
の
よ
う
に
経
済
的
生
産
性
は
原
価
計
算
上
の
給
付
原
価
の
相
関
値
（
逆
数
）
で
あ
る
の
で
原
価
計
算
が
利
用
さ
れ
る
。
レ
ー
マ
ソ
は
こ
の
場
合
、
経
営
給
付
最
の
総
括
概
念
を
絶
対
的
操
業
度
(
B
)
で
表
現
す
る
。
従
っ
て
経
営
給
付
羅
の
総
体
即
ち
操
業
度
B
、
時
間
原
価
即
ち
経
営
費
用
K
、
及
び
単
位
給
付
原
価
k
を
グ
ラ
フ
で
求
め
る
6
 
の
で
あ
る
町
そ
の
数
式
は
七
〇
-419 
4表
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
—Pt 
--Pw —Mb 
（
山
上
）
g
L
i
o
圃
暉
園
幽
詞
至
消
牲
要
素
の
尺
度
敬
乎
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＼入‘¥〉
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⑳
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↑
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虹
疇
頭
姻
蒻
叫
2
 
3
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5
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W211}Pt•Pw•Mb 
(W1"＂ 
経
済
性
要
素
即
ち
技
術
的
生
産
性
・
経
済
的
生
産
性
及
び
市
場
適
応
度
の
ol 
個
別
尺
度
数
字
を
相
互
に
統
計
形
式
で
表
示
し
（
四
表
参
照
）
次
に
こ
れ
を
乗
じ
て
統
一
的
尺
度
数
字
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
P
t
;
 P
w
 
• 
M
b
)
。
こ
の
場
合
、
そ
の
表
現
が
誇
大
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
は
そ
の
立
方
根
を
も
っ
て
行
う
と
よ
い
と
い
っ
て
い
る
。
即
ち
、
りnu
 
（
五
表
参
照
）
。
以
上
要
約
し
た
よ
う
に
レ
ー
マ
ン
は
、
経
済
性
思
考
を
経
営
で
の
具
体
的
測
定
に
適
用
し
、
益
々
実
践
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
彼
ほ
経
営
経
済
的
観
点
か
ら
は
、
理
論
的
に
異
論
の
な
い
も
の
を
計
算
制
度
領
域
で
実
施
す
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
経
済
的
・
実
践
的
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
て
、
そ
の
実
務
性
に
重
要
性
を
与
え
て
い
る
。
口
全
体
の
経
営
経
済
性
の
測
定
…
経
営
全
体
の
経
済
性
の
測
定
は
、
各
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
日
る
尺
度
と
し
て
み
な
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
出
発
し
て
基
準
時
の
経
済
的
生
産
性
を
1
と
し
、
比
例
性
定
数
Cw
を
算
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
対
⑧
 
的
な
経
済
的
生
産
性
が
測
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
③
市
場
適
応
度
の
測
定
…
市
場
適
応
度
は
そ
の
分
子
・
分
母
が
簿
記
の
収
益
及
び
原
価
に
照
応
す
る
た
め
、
経
営
の
収
益
と
原
価
の
関
係
と
し
て
把
握
す
る
。
そ
こ
で
先
ず
収
益
•
原
価
を
簿
記
か
ら
求
め
、
そ
れ
を
相
互
に
割
り
、
次
い
で
比
例
性
定
数
を
求
め
て
、
市
場
適
応
度
の
尺
度
数
字
を
得
，
 
る
の
で
あ
る
。
（
山
上
）
（
注
）
山
M
.
R
.
L
e
h
m
a
n
n
:
 
"
D
i
e
 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
k
e
i
t
s
m
e
l
3
u
n
g
 
d
e
s
 B
e
t
r
i
e
b
e
s
"
 
ZfB. 3. 
Jg. 
(1926) 
図
レ
ー
マ
ン
は
計
算
制
度
は
、
日
経
済
遂
行
の
支
持
は
決
算
実
務
の
二
つ
の
課
題
を
も
ち
前
者
は
本
来
的
に
は
事
前
計
算
、
後
者
は
事
後
計
算
で
行
わ
れ
る
と
い
っ
て
、
経
済
性
測
定
計
算
は
こ
の
両
者
に
属
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
(
D
e
r
s
:
"
a
.
a
.
O
.
"
 
S
S
.
 5
8
0
|
2
,
 
ss. 653ー
5)
③
D
e
r
s
"
^
a^.a.O." 
S. 
657. 
S
c
h
a
u
b
i
l
d
 2.
参
照
。
④
D
e
r
s
:
 
"
a
.
a
.
O
.
"
 
S. 
661. 
S
c
h
a
u
b
i
l
d
 3.
参
照
。
固
D
e
r
s
:•
â.a.O." 
S. 
667. 
S
c
h
a
u
b
i
l
d
 4
.
参
照
。
⑥
D
e
r
s
:
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a
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a
.
O
.
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S. 
670. 
S
c
h
a
u
b
i
l
d
 5a.
参
照
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m
給
付
原
価
に
対
す
る
レ
ー
マ
ン
の
考
え
を
み
て
み
る
と
、
原
価
(11
費
消
物
財
価
値
）
＞
は
、
彼
に
よ
れ
ば
物
財
数
量
皿
と
物
財
量
単
位
の
価
格
(11
計
算
価
格
）
⑰
の
相
乗
積
で
あ
り
、
こ
の
計
算
価
格
は
、
①
計
算
の
組
識
的
基
礎
思
考
8
（
経
営
関
係
）
と
②
計
算
価
格
に
対
す
る
国
民
経
済
価
格
水
準
の
関
係
μ
（
市
場
関
係
）
に
依
存
す
る
。
従
っ
て
、
V=m•V 
V11f({3•µ) 
:. V=m•f(/3•µ) 
更
に
計
算
組
識
か
ら
①
平
均
原
価
価
格
②
計
画
原
価
価
格
③
比
例
原
価
価
格
そ
し
て
計
算
価
格
に
対
す
る
国
民
経
済
価
格
水
準
の
関
係
か
ら
①
調
逹
価
格
②
時
価
⑧
標
準
価
格
が
区
別
さ
れ
、
経
済
性
測
定
の
原
価
計
算
に
お
い
て
、
レ
ー
マ
ソ
は
両
観
点
の
組
合
わ
せ
か
ら
①
時
価
平
均
価
格
と
②
時
価
計
画
原
価
価
格
の
二
つ
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
経
済
的
生
産
性
測
定
期
間
に
対
す
る
国
民
経
済
的
価
格
水
準
が
関
係
す
る
た
め
時
価
が
採
用
さ
れ
る
。
さ
て
平
均
原
価
価
格
は
国
民
経
済
価
格
の
変
動
と
操
業
度
の
影
響
の
作
用
を
う
け
る
が
、
計
画
原
価
価
格
は
後
者
の
影
響
を
計
算
操
作
的
に
排
除
す
る
。
そ
こ
で
経
済
的
生
産
性
七
421 
以
上
で
レ
ー
マ
ソ
の
初
期
の
経
済
性
論
の
特
徴
を
、
彼
の
代
表
的
文
献
の
紹
介
を
通
じ
て
資
料
づ
け
た
が
、
わ
れ
わ
れ
が
知
り
得
た
こ
と
を
最
後
に
も
う
一
度
要
約
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
H
生
産
と
消
費
の
不
一
致
に
基
因
す
る
過
剰
生
産
に
よ
る
販
売
の
困
難
に
対
す
る
合
理
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
経
済
性
測
定
問
題
が
登
場
し
て
来
た
こ
と
（
歴
史
的
基
盤
）
。
口
全
体
経
済
的
経
済
性
に
対
す
る
関
心
か
ら
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
来
て
い
る
た
め
に
、
未
だ
個
別
経
営
の
経
済
性
に
対
す
る
接
近
は
荊
芽
と
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
」
H
x
 
X 
x
 （
山
上
）
測
定
の
第
一
段
階
と
し
て
時
価
平
均
原
価
の
計
算
が
行
わ
れ
、
次
い
で
そ
れ
に
照
応
す
る
計
画
原
価
へ
の
平
均
原
価
の
遠
元
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
計
画
原
価
捕
捉
の
計
算
技
術
方
法
は
、
仮
に
最
適
操
業
度
（
計
画
操
業
度
）
が
最
大
の
技
術
的
生
産
で
あ
り
、
各
操
業
度
の
場
合
、
原
価
逓
減
状
態
に
あ
る
経
営
を
考
え
、
計
画
操
業
度
を
B
r
r
と
す
る
と
、
次
F
 
の
等
式
で
示
さ
れ
る
。
K
弓
1
1
P
+
|
ー
(
P
1
1
汗
室
涌
縣
,
F
1
1
回
袖
Brr 
遷
し
か
し
、
レ
ー
マ
ン
は
こ
の
数
学
的
等
式
で
は
実
務
上
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
グ
ラ
フ
法
を
適
用
し
て
い
る
。
(Ders"
＾`a.a.O."
S. 
673. 
S
c
h
a
u
b
i
l
d
 6a. ~
照
）
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⑧
D
e
r
s
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'
'
a
.
a
.
O
.
"
 S. 
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S
c
h
a
u
b
i
l
d
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参
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D
e
r
s
"
"
a
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a
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O
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"
 S. 
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S
c
h
a
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b
i
l
d
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参
照
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皿
D
e
r
s
:
"a.a.O." S. 
681. 
u
l
l
D
e
r
s
"
"
 a.a.O. "
 S. 
681. 
点
の
未
分
離
）
。
曰
し
か
し
漸
く
経
営
概
念
が
企
業
概
念
と
区
別
さ
れ
つ
つ
経
営
経
済
性
概
念
の
理
論
的
な
精
密
化
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
（
経
営
経
済
性
概
念
の
認
識
）
。
四
理
論
的
基
礎
が
効
用
理
論
（
具
体
的
に
は
生
産
一
1
一
要
素
の
比
較
・
選
択
理
論
）
に
も
と
づ
く
市
場
均
衡
状
態
を
所
与
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
性
理
論
の
根
底
に
分
配
の
均
衡
と
い
う
社
会
政
策
的
要
請
の
あ
る
と
い
う
こ
と
（
理
論
的
・
経
済
学
的
基
礎
）
。
七
固
経
済
性
の
測
定
に
お
い
て
統
計
的
グ
ラ
フ
法
を
用
い
、
そ
の
相
対
的
捕
捉
性
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
（
実
践
的
適
用
性
の
重
視
）
。
|
〔
未
完
〕
ー
ー
し
て
の
み
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
（
全
体
経
済
的
観
点
と
個
別
経
営
的
観
